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１．利用促進部会の活動方針

【基本方針】

◆産・学・官・地域の関係者間の意見交換・交流を促進し、特に地域におけるJGNⅡの利用
促進を通じて研究開発の活性化を図ることを目的として、利用促進部会を設置

◆活動領域は次のとおり。
ア 産・学・官・地域と連携した、JGNⅡの利活用促進と研究開発の活性化の検討
イ 地域協議会との連携等、産・学・官・地域との連携に関する具体的な促進方策の検討
ウ その他JGNⅡの利活用促進に関する検討

【基本方針】

◆産・学・官・地域の関係者間の意見交換・交流を促進し、特に地域におけるJGNⅡの利用
促進を通じて研究開発の活性化を図ることを目的として、利用促進部会を設置

◆活動領域は次のとおり。
ア 産・学・官・地域と連携した、JGNⅡの利活用促進と研究開発の活性化の検討
イ 地域協議会との連携等、産・学・官・地域との連携に関する具体的な促進方策の検討
ウ その他JGNⅡの利活用促進に関する検討

【活動の目標】

◆利用促進部会の下、利用促進の主体となる利用促進ワーキンググループを設置し、次の
活動を行うこととした。
－グループ長及びメンバー相互の意見・情報交換と実情把握
－JGNⅡ利活用の活発化方策の検討
－具体策の推進と展開
－利用促進部会での報告
◆平成17年度の利用促進ＷＧの目指す成果は次のとおり。
－ 平成１８年３月までに、全ての都道府県において研究開発が実施される（利用申請が行
われる）こと

【活動の目標】

◆利用促進部会の下、利用促進の主体となる利用促進ワーキンググループを設置し、次の
活動を行うこととした。
－グループ長及びメンバー相互の意見・情報交換と実情把握
－JGNⅡ利活用の活発化方策の検討
－具体策の推進と展開
－利用促進部会での報告
◆平成17年度の利用促進ＷＧの目指す成果は次のとおり。
－ 平成１８年３月までに、全ての都道府県において研究開発が実施される（利用申請が行
われる）こと
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２．利用促進部会の主な活動状況（１）

◆第３回利用促進部会の開催状況

・日時：平成１７年７月２７日（水） １４時～１６時
・場所：品川イーストワンタワー 大会議室

・参加者数：約８０名

・内容：ＪＧＮⅡの利用状況と利用促進ＷＧの活動報告など
ＪＧＮⅡ利用者による事例紹介
－ＪＧＮⅡを活用した遠隔カウンセリングに関する研究開発（岩見沢市）
－ＪＧＮⅡの利用開始事例 ～定点観測システムの研究開発を通して～

（三菱総合研究所）

◆第３回利用促進部会の開催状況

・日時：平成１７年７月２７日（水） １４時～１６時
・場所：品川イーストワンタワー 大会議室

・参加者数：約８０名

・内容：ＪＧＮⅡの利用状況と利用促進ＷＧの活動報告など
ＪＧＮⅡ利用者による事例紹介
－ＪＧＮⅡを活用した遠隔カウンセリングに関する研究開発（岩見沢市）
－ＪＧＮⅡの利用開始事例 ～定点観測システムの研究開発を通して～

（三菱総合研究所）
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筑波大学側

エル・ネット受信局（全国2000箇所）
カウンセリング・コンテンツ配信

スーパーバードB２

ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ系被験者

個別ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ系被験者（高齢者層）

学校関係者（養護教諭等）

子育て支援センター利用者

無線アクセス世帯協力者等

を予定

高齢者福祉センター利用者
（H15より継続）

個別ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ系被験者（在宅）

個別ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ系被験者
（中年齢者層）

自治体ネットワークセンター

新産業支援センター
映像中継ポイント

コンテンツ蓄積配信

データ蓄積

岩見沢市イントラ（自営光ファイバ網）

無線ネットワーク

ＪＧＮⅡ

センター利用者等の協力者
産学連携共同開発室

筑波大学大学院 人間総合科学研究科

宗像恒次教授、橋本佐由理助教授

・個別ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ対応

・遠隔講座配信

AP（北海道AP２ 札幌市内）
AP（つくばRC）

岩見沢NOC（札幌市北区） 自営光ファイバ網

（岩見沢～札幌間）

ネットワーク構成
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■定点観測システムWCLSCANのシステム概要

センサボックス

センサボックス

センサボックス

ログサーバ

ポートスキャン

攻撃ノード

攻撃ノード

JGNIIによる伝送を計画
（現在は、インターネット上）

複数のアドレスで
ポートスキャンデータを収集

インターネット

解析システム
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２．利用促進部会の主な活動状況（２）

◆第４回利用促進部会の開催状況

・日時：平成１８年１月１８日（水） １０時半～１２時

・場所：仙台国際センター 大会議室「橘」
・参加者数：約60名
・内容：利用状況報告

利用促進ＷＧの活動状況と今後の方針
ＪＧＮⅡ利用者による事例紹介
－高速広域L2網によるリアルタイム地震観測波形データ交換システムの構築

東京大学（鷹野澄助教授）
－東海地域におけるJGN2コミュニティネットワークの活動について

名古屋大学（河口信夫助教授）
－地域情報ハイウェイの相互接続による広域連携
～TV放送映像中継実験など～ （総務省近畿総合通信局）

－四国におけるＪＧＮⅡ利用促進活動について
～イベント実施を通じた地域連携づくり～ （総務省四国総合通信局）

◆第４回利用促進部会の開催状況

・日時：平成１８年１月１８日（水） １０時半～１２時

・場所：仙台国際センター 大会議室「橘」
・参加者数：約60名
・内容：利用状況報告

利用促進ＷＧの活動状況と今後の方針
ＪＧＮⅡ利用者による事例紹介
－高速広域L2網によるリアルタイム地震観測波形データ交換システムの構築

東京大学（鷹野澄助教授）
－東海地域におけるJGN2コミュニティネットワークの活動について

名古屋大学（河口信夫助教授）
－地域情報ハイウェイの相互接続による広域連携
～TV放送映像中継実験など～ （総務省近畿総合通信局）

－四国におけるＪＧＮⅡ利用促進活動について
～イベント実施を通じた地域連携づくり～ （総務省四国総合通信局）
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２．利用促進部会の主な活動内容（３）

◆今年度の利用促進ワーキンググループの活動状況と成果①◆今年度の利用促進ワーキンググループの活動状況と成果①

（１）特定地域を対象とした利用促進活動の検討・展開、ＪＧＮⅡプロジェクトの
立ち上げ・イベント運営支援

成
果

琉球大学より利用申請あり、その他に1件利用申請予定。沖縄県

熊本大学と熊本県工業技術センターより利用申請有。熊本県

徳島大学より利用申請あり、その他1件利用申請予定。徳島県★
松江高専より利用申請あり。島根県★

塩尻市松本市より利用申請有。現在2件利用中。長野県

新潟大学より利用申請複数有。現在3件利用中。新潟県★
宇都宮大学において利用申請予定。栃木県

群馬大学より利用申請あり、その他1件利用申請予定。群馬県★

利用申請の最終状況支援地域

活
動

・ 支援を必要とする地域（利用申請が１件も無い８地域）のうち４地域に対し、
WGメンバーが訪問、関係者と利用促進に関するディスカッションを実施。
・ その他４地域は、関係者へのヒアリング、定期的なモニタリングを実施。

★は訪問地域、申請状況は平成18年2月20日時点

全都道府県における研究開発プロジェクトの実施
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２．利用促進部会の主な活動内容（４）

◆今年度の利用促進ワーキンググループの活動状況と成果②◆今年度の利用促進ワーキンググループの活動状況と成果②

（２）得られた活動の成果や
ノウハウ等の共有、
他の地域への展開

（３）他地域の研究事例・テーマや研究協力者の紹介など、
利用促進のために有効な活動の実施

活
動

成
果

具体的な実施内容活動内容

総務省と連携し、総合通信局の実務担当者
会議にてJGNⅡに関する勉強会を開催（平
成17年12月8日～9日）。

総合通信局

JGNⅡ勉強会

・総務省の競争的資金制度「SCOPE」の説
明会に併せた説明会の実施

・広報資料「みんなのJGNⅡネットワーク！」
の作成

・ＪＧＮⅡの広報用ビデオの作成

広報活動および
広報資料の充実

全国で開催されるJGNⅡ関連イベントにお
ける支援を実施

イベント支援

個別にJGNⅡ利用申請までの支援を実施ＪＧＮⅡの

利用申請支援

成果・ノウハウ報告の実績

・近畿ＪＧＮⅡ利用促進部会
（平成17年6月16日）

・東海ＪＧＮⅡ利用促進部会
（平成17年7月6日）

・東海JGNⅡ推進協議会
（平成17年11月7日）

・第３回利用促進部会
（平成17年7月27日）

・第４回利用促進部会
（平成18年1月18日）

・総合通信局テレビ会議
（1～2ヶ月に1回開催）
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2

1. ＪＧＮⅡとは

ＪＧＮⅡは、次世代のネットワーク関連の技術開発やアプリケーション開
発などに活用することを目的としたオープンな研究開発ネットワークです。
このネットワークは、ネットワーク関連の最先端の研究開発に加え、教
育・医療・防災等の幅広い分野で地域社会に密接したアプリケーション等
の実証実験に利用することができます。

こうした目的であれば、地方自治体、学校関係者、医療関係者、民間企業
等の方々をはじめ誰でも利用することができます。

ＪＧＮＪＧＮⅡⅡ

目的：研究開発目的：研究開発//実証実験実証実験
研究成果により研究成果により

未来のＩＴ社会を展望未来のＩＴ社会を展望
ご利用ご利用

２．利用促進部会の主な活動内容（５）

◆広報資料及び広報活動の充実◆広報資料及び広報活動の充実

広報資料「みんなのJGNⅡネットワーク！」の作成
－ネットワーク技術者以外の方にも分かりやすい内容

－ＪＧＮⅡの特徴、利用のメリット、事例などのポイント

を端的に説明

ＪＧＮⅡ広報用ビデオの作成
－ＪＧＮⅡの活動やサービス内容を
アニメーションなどを用い、分かり
やすく紹介

これらの資料を用い、地域でのイベント、会議、各種説明会
などで積極的に広報活動を行い、ＪＧＮⅡの利用促進や
ＪＧＮⅡの認知度の向上に努める。
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３．今後の活動方針

◆利用促進部会の活動方針

・利用者間による活発な議論が展開されるような情報交換の場を設定し、
JGNⅡ利用の成果を明確化していく。
・地域ネットワークとの相互接続及び地域の研究活動促進のための環境
作りを行う。
・地域活性化、人材育成に貢献した優秀プロジェクトの表彰を行う。
・利用ノウハウに関わる情報提供
・新規利用者の獲得および地域において中核となれる人材の発掘

◆利用促進部会の活動方針

・利用者間による活発な議論が展開されるような情報交換の場を設定し、
JGNⅡ利用の成果を明確化していく。
・地域ネットワークとの相互接続及び地域の研究活動促進のための環境
作りを行う。
・地域活性化、人材育成に貢献した優秀プロジェクトの表彰を行う。
・利用ノウハウに関わる情報提供
・新規利用者の獲得および地域において中核となれる人材の発掘
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（参考）利用促進部会の組織

◆利用促進部会の組織は次のとおり。◆利用促進部会の組織は次のとおり。

［部会長］
相原 玲二（広島大学 教授）

［メンバー］

JGNⅡ利用者、アクセスポイント担当者、

地方自治体、総合通信局、地域協議会 他

※平成18年3月現在 登録者数 227名

［利用促進ワーキンググループ］
平成17年度は以下のメンバーで活動を実施
■メンバー
三菱総合研究所、鳥取環境大学、東北総合通信局、
兵庫県庁、NICT北九州IT研究開発支援センター
※平成18年度からは必要に応じてワーキンググループ
を設置


